
 
 

平成 25 年第３回区議会定例会 区長挨拶要旨 

 

平成 25 年第３回区議会定例会の開催に当たりまして、ご挨拶を申し上げます。 

本日開会されました定例会は、今期、第 20 期飾区議会の任期中における最後の定

例会になることと思います。 

この、第 20 期の飾区議会は、平成 21 年 11 月の臨時会を皮切りに、本日に至るま

で、16 回の定例会、２回の臨時会を開催いただき、この間、予算・決算や条例案など

数多くの重要な付議事件についてご決定を賜りました。 

おかげをもちまして、リーマンショック後の厳しい財政状況下においても、区民生

活の安定を損なうことなく、大学誘致をはじめとする区政の様々な施策や諸課題につ

いて、着実に実現を図ることができたものと考えております。 

改めて、感謝を申し上げます。 

 

はじめに、「東京オリンピックの開催」についてであります。 

７日にブエノスアイレスで開催されました、国際オリンピック委員会総会において、

東京が「２０２０年夏季オリンピック」の開催地に決定致しました。まことに喜ばし

いことでございます。 

これまで東京にオリンピックを招致するべく、飾区では区内の商店街や商工会議

所、体育協会や各連盟などと連携・協働し、寄せ書きやオリンピックグッズの配布、

オリンピック招致推進写真展の開催など区独自に招致推進事業を展開してまいりまし

た。今後も、各関係団体と協力しながら、東京オリンピックを通して区民が元気にな

り、また、オリンピックが盛り上がる行事となるよう努めてまいります。 

 

次に、非核平和関連事業について申し上げます。 

今年は、本区が「非核平和都市宣言」を行って 30 周年にあたります。また、青戸平

和公園の非核平和祈念塔の設置からは 25 年を迎えます。こうした節目の年にあたって、

区民の皆様に戦争や核兵器の悲惨さ、愚かさを伝え、非核平和への理解を深めていた

だくように努めてまいりたいと考えております。 

そこで、本年は、非核平和に関する展示やイベントをこれまで以上に充実させ、総

合庁舎の区民ホールにおいては、折鶴コーナーの設置や原爆資料・写真ポスター展の
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開催、被爆体験者の講話を収録したＤＶＤ放映のほか、新たに、弦楽四重奏によるコ

ンサートを開催いたしました。 

また、８月１日には「非核平和祈念のつどい」を開催し、きびしい暑さの中、区議

会議員の皆様にもご出席をいただきました。今回は、近隣の中青戸小学校６年生によ

る「平和の絵」の発表や「非核・平和 未来への誓い」の朗読があり、多くの参列者

の皆様と非核平和への思いを新たにすることができました。 

戦後 68 年が経過し、戦後生まれの区民が約８割を占める中、今後とも本区としては、

被爆・戦争という悲惨な過去を風化させることなく、核兵器廃絶と世界の恒久平和を

願う気持ちを、若い世代にもつないでいく取組を積極的に進めてまいりたいと考えて

おります。 

次に、「観光振興」についてであります。 

本年３月に四つ木つばさ公園内に「キャプテン翼」の銅像を設置いたしました。こ

の銅像設置がきっかけとなり、四つ木地域では、観光まちづくりへの機運が大変盛り

上がっております。区では、この機運をさらに盛り上げるべく、４月から「キャプテ

ン翼」のキャラクター活用調査を行い、今定例会において、新たな銅像の設置につい

て補正予算を提案させていただきました。 

来年度には、サッカーのワールドカップも開催されますので、この機会に「キャプ

テン翼」や「サッカー」をテーマに、まち全体が活性化するきっかけとなればと考え

ております。区では、地域の皆様方と協働してまちを盛り上げ、「訪れて楽しい飾

区」を創るとともに、こうしたまちの魅力を積極的にＰＲすることで、国内外におけ

る区の認知度向上を図り、観光客誘致につなげてまいります。 

 

次に、わが国の経済についてでありますが、輸出や個人消費の持ち直しなど、景気

は着実に持ち直している状況にあります。また、先行きについても、輸出の持ち直し

や各種政策の効果などを背景に、企業収益の改善が家計所得や投資の増加につながり、

景気回復に向かうことが期待されています。 

一方、海外景気の下振れ懸念など、景気を下押しするリスクが依然として存在して

おり、今後とも景気動向を注視してまいります。 

こうした中、今定例会において「平成 25 年度第二次補正予算案」を提案させていた

だいております。 
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補正予算の主な項目ですが、四つ木・立石地区のさらなる活性化を図るための「キ

ャプテン翼」のモニュメント設置をはじめ、病院誘致のための旧松上小学校校舎等解

体設計委託、待機児解消のための私立保育所施設整備費助成、国の緊急経済対策を活

用した理科教育設備の充実などを実施してまいります。 

  

次に、「夢と誇りあるふるさと飾」を実現していくための主な重点事業の進捗に

つきまして申し上げます。 

はじめに、「子どもが元気に育ち、豊かな人間力を育む環境づくり」についてでご

ざいます。 

 

まず、保育所等の待機児解消への取り組みについてであります。 

区の待機児童数の状況につきましては、平成 23 年度から対前年比で概ね半減ペース

で推移するという大きな成果が表れています。さらに、早期の待機児童０（ゼロ）の

実現を目指し、保育所等の整備を積極的に進めてまいります。 

そこで、来年４月の開設に向けて、認可保育所を２か所新設するとともに、区内初

の認定こども園１か所の開設を進めており、合わせて 200 名規模の定員を確保します。

加えて、平成 27 年４月開設に向けて、東金町一丁目と水元一丁目に私立認可保育所を

新設し、合わせて 190 名規模の定員増を図り、待機児の解消に努めてまいります。 

 

次に、学童保育クラブの整備についてであります。 

病院誘致に向けて、その予定地の旧松上小学校内に設置している学童保育クラブを

移設します。移設先や移設時期につきましては、隣接する松上小学校内に平成 26 年７

月頃の開設を目指し、民設民営により整備します。この整備にあたり、受入規模を現

在の 90 名から 140 名に拡充し、保護者の皆様にも安心していただけるよう、適切に進

めてまいります。 

 

次に、「子ども・子育て支援事業計画」の策定についてであります。 

現在、子ども・子育て支援新制度の平成 27 年度本格施行に向け、地域の保育需要等

を踏まえた「子ども・子育て支援事業計画」の策定準備を進めています。この計画は、

子ども・子育て支援法に基づき、すべての市区町村において策定することが義務付け
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られているものであり、今後ニーズ調査を実施し、先の定例会で条例設置しました「

飾区子ども・子育て会議」において精力的に議論を重ね、区の実情に見合った計画を

策定してまいります。 

 

次に、「教育振興基本計画の策定」についてであります。 

今回の計画は、平成 26 年度からの５年間にわたる、本区の学校教育と生涯学習や地

域教育を総合的にとらえた、教育振興基本計画を策定するものです。 

策定にあたりましては、昨年の９月以来、９回の検討を重ねてまいりました。未来

に夢と希望を抱き、子どもたちが輝き、大人たちも生涯にわたり学び、高め合う計画

にしてまいります。 

そして、この計画では、学校、保護者、地域が一体となって子どもの教育に協働し

ていけることが、飾「らしさ」であり「良さ」であると考え、すべての区民が教育

力の向上に取り組むことを計画の大きな柱といたしております。 

このたび「飾区教育振興基本計画」の素案がまとまりましたので、議会のご意見

を頂くとともに、パブリックコメントを実施して、広く区民のご意見をお聞きし、今

年の 12 月の策定に向けて検討を進めてまいります。 

 

次に「かつしか区民大学オータムオープンカレッジ」についてであります。 

東京理科大学飾キャンパスの開設を機に、より多くの区民がわかりやすく楽しく

学べる機会として、この秋に「かつしか区民大学オータムオープンカレッジ」を開催

いたします。 

開催にあたりまして、東京理科大学の藤嶋昭学長を区民大学オータムオープンカレ

ッジの学長としてお迎えし、併せてご講演をいただく予定でございます。 

今後も、かつしか区民大学の一層の周知と新たな受講者拡大を目指し、区民大学の

魅力をより多くの区民に発信してまいります。 

 

次に、「スポーツ祭東京 2013 の開催」についてであります。 

「スポーツ祭東京 2013」が、９月 28 日から都内全域で開催されます。本区では、

９月 28 日の「グラウンド・ゴルフ」を皮切りに、「バウンドテニス」「太極柔力球」

「ダーツ」と２週間に渡って開催いたします。 
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これまで、各競技団体はもとより、体育協会やスポーツ推進委員やボランティアの

皆様にご協力をいただき準備を進めてまいりました。さらに、おもてなしの心で参加

者をお迎えする「花いっぱい運動」や大会マスコットの「ゆりーと」を活用した普及

啓発活動を行ってまいりました。さらに、10 月 14 日（体育の日）には、恒例の「か

つしかスポーツフェスティバル」を開催いたします。 

本区といたしましても、これを契機に、グラウンド・ゴルフを初めとした本区開催

種目を、飾区の推奨スポーツとして位置づけ、高齢者や障害をもつ区民の皆様にも

自主的・積極的に安心してスポーツを行う環境を整備するなど、更なるスポーツ意識

の高揚と健康の推進及び体力向上に努め、「スポーツによる元気なまちづくり」に結

びつけてまいります。 

 

次に、「健康でともに支えあい、いきいき暮らせる地域社会づくり」について申し

上げます。 

はじめに、「区内医療環境の充実」についてであります。 

病院誘致の取り組みにつきましては、６月中旬に公募要項の公表及び参加受付を開

始し、７月１２日に一次審査、８月上旬に事業提案書の受付、８月３１日に事業提案

書のプレゼンテーションによる二次審査を実施いたしました。二次審査では、病院誘

致選定委員会における厳正な審査の結果、優秀提案者３法人及び優秀提案者の中から

最優秀提案者として、本区内で新飾病院などを運営している医療法人社団明芳会が

選定されたとの報告を受けております。 

今後、区は、最優秀提案者と事業協定の締結に向けて協議を進め、早期の病院開設 

を目指してまいります。なお、病院誘致選定委員会の選定結果の詳細につきましては、

所管委員会にご報告させていただきます。 

 

次に、介護予防事業についてであります。 

今年度から、区内８か所のフィットネスクラブとの協働により、「運動習慣推進プ

ラチナ・フィットネス」事業を始めました。 

この協働事業については、前例のない先駆的な取り組みとして、テレビや新聞にも

取り上げられるなど、大きな評価をいただいております。 

現在、７月から９月までの予定で第１回目を実施中ですが、参加いただいている方々
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からも、大変ご好評をいただいております。特に、参加者全体に占める男性の割合が

増加しており、昨年度実施した同種事業の「筋力向上トレーニング」では約 20 パーセ

ントでしたが、本事業では約 35 パーセントとなっていることから、これまでにない魅

力を持つ事業になったと考えております。 

10 月から始まる第２回目の募集を先月 23 日に締め切らせていただきましたが、１

回目を上回る 360 人のご応募をいただきました。 

区では、今後とも高齢の方が自主的かつ継続的に介護予防に取り組むきっかけづく

りについて、必要な支援を積極的に行ってまいります。 

 

次に、高齢者総合相談センターの機能強化についてであります。 

ひとり暮らし高齢者の孤立化防止や認知症高齢者の早期発見・早期対応を図るため、

75 歳になった方を対象に、高齢者総合相談センター職員による戸別訪問を７月から開

始いたしました。今年度は約 2,200 人のご家庭を訪問する予定でございます。 

訪問時には、センター職員の専門性を活かして、高齢者の生活上の課題の把握に努

めるとともに、現状では特に問題のない方に対しても、困ったときに気軽に相談でき

る「高齢者総合相談センター」をご案内させていただくことで、同センターの認知度

を高めてまいります。 

さらに、民生委員を始め、地域の医療機関等の関係機関との連携を強め、高齢者に

関わる課題の早期発見・早期対応への取り組みを強化してまいります。 

 

次に、「就職支援コーナーかつしか」の開設についてであります。 

区では、これまで生活保護や児童扶養手当等の受給者に対する様々な就職支援に取

り組んできたところですが、このたび、東京労働局、ハローワーク墨田と協定を結び、

生活保護や児童扶養手当等を受けている人のみならず、その相談・申請段階の方も含

めて就労支援を行う都内で初めての施策として、「就職支援コーナーかつしか」を８

月１日に開設いたしました。 

「就職支援コーナーかつしか」では、ハローワークの職員が常駐し、本人からの聞

き取りをしたり、一緒に就職先を探すなどの支援を行い、個々のニーズに合った求人

情報の提供や職業訓練の相談等を受け付けることができ、身近な場所でハローワーク

と同様の情報を提供できる体制を整えております。 
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開設から８月20日までの間に、延べ26人の方に利用していただいたところですが、

区では、毎月新たに 20 人の方の就労を支援し、そのうちの 60 パーセントの方が就職

できるようにすることを目標に、生活困窮者の就労支援に取り組んでまいります。 

 

次に、「患者相談窓口の設置」についてであります。 

本年 10 月から、専門の相談員が医療に関するご相談やご要望を受け付ける、「飾

区保健所患者相談窓口」を開設いたします。相談窓口では、中立的な立場で相談者の

お話しを伺うとともに、相談者への情報提供や、必要に応じて医療機関に対して助言

を行うことなどにより、相談者と医療機関相互の信頼関係が築けるよう支援してまい

ります。 

 

次に、「住み続けたいと思える、安全・安心なまちづくり」について申し上げます。 

はじめに、自治体間の災害時の相互応援についてであります。 

８月 22 日に、茨城県稲敷市と災害時における相互応援に関する協定を締結いたしま

した。 

稲敷市は、茨城県南部に位置し、稲作をはじめとする農産物が豊富な、人口約 45,000

人の自治体であります。また、本区から 50 ㎞圏内の通勤圏であることから、災害時に

おける救援物資の供給、職員の派遣等、早期に対応できるものと期待しております。 

 

次に、災害時要援護者対策についてであります。 

区では、災害時要援護者対策の一環としまして、これまでも、自治町会などの地域

の方々と連携しながら、安否確認や避難誘導などといった防災訓練への支援をはじめ、

高齢者施設や障害者施設などの福祉避難所へおかゆや栄養補助食品、紙おむつ等を備

蓄するなどの取組を進めてまいりました。 

また、災害時要援護者名簿の作成に向け、災害時に援護が必要な方を対象に、自己

の個人情報を自治町会等へ提供することについての意向調査を行い、現在、そのとり

まとめを行っているところであります。 

言うまでもなく、災害発生当初における要援護者の支援につきましては、地域にお

住まいの区民の皆様、そして自治町会やボランティア、事業者など、地域で活動する

団体の皆様方によるところが大変大きいものと考えております。 
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そこで、地域の力を生かした災害時要援護者対策の取組の一つとして、去る、８月

29 日に「飾区介護サービス事業者協議会」と区との間で、「災害時における在宅要

援護者の安全確保に関する協定」を締結いたしました。 

この協議会とは、すでに「地域安全活動に関する協定」を締結しておりますが、今

回の協定を締結することで、在宅で介護サービスを利用されている方にとって大変心

強いものになると期待をしているところであります。 

今後は、安否確認や避難誘導、区への連絡方法などについて協議を重ね、より実践

的な体制を構築して災害時要援護者の減災につなげてまいります。 

 

次に、飾区と本田・金町消防署による、総合設計制度等を適用する大規模な建築

物を対象とした帰宅困難者対策についてであります。 

東日本大震災当日、飾区では、全小中学校を含む 75 か所を、帰宅困難者受け入れ

施設として開設し、延べ 1,000 人を超える方々が利用されました。 

今後、首都直下地震等が発生した場合、都内では 500 万人を超える帰宅困難者が発

生すると想定されており、民間事業者においても事前の対策が望まれているところで

ございます。 

そこで飾区では、東京都に準じて、総合設計制度等を適用する大規模な建築物を

対象に、防災備蓄倉庫や一時待機スペース等の整備を促進する取り組みを行うことと

いたしました。更に、事業者が整備したこれらの施設が、大規模災害時に適切に機能

するよう、８月２日付けで、事業所防災計画を所轄する本田・金町消防署との間で、

「帰宅困難者対策等講じた都市開発諸制度適用建築物の適切な維持管理の確保に関す

る覚書」を締結しました。今後は、この覚書に基づきまして、三者が連携し、本区の

防災対応力の向上を図ってまいります。 

 

次に、「水害対策」についてであります。 

現在、本区では、「大規模水害対策等検討委員会」の中で、水害時の総合的な避難

対策等について継続的に検討を進めているところですが、今年度は、大規模水害発生

後における避難者の救助・救援対策についても検討を行っております。 

その結果、大規模水害時に救助活動や物資運搬、巡視警戒等を円滑かつ効果的に実

施していくためには、日頃から様々な訓練を行い、水防活動等に関して経験が豊かな
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消防団に対してゴムボートを配備し、日頃の訓練を含め活用していただく必要がある

との検討結果を得ております。 

そこで、今年度中に、本田・金町両消防団に対し合計３艇のゴムボートを配備し、

今後は日頃の訓練を通して、水害に対する住民の意識啓発を図りつつ、ゴムボートの

活用方法等についての検証を行い、次年度以降の配備計画を検討してまいります。 

 

次に、金町駅北口周辺地区の街づくりについてであります。 

当地区は、本年４月に東京理科大学や区立公園としては最大規模となる飾にいじ

ゅくみらい公園が開設しました。今後は、さらに大規模な集合住宅等の建設などが予

定されており、本区北部地域の広域複合拠点として大きな発展が期待されております。 

こうした街の発展を踏まえて、平成24年３月に地元の自治町会と商店街で設立した

「金町駅北口周辺地区まちづくり協議会」においては、「住んで良かった街No.１」を

目指すために、街の将来像を示す「ドリームプラン」を作成し、先般、その提案を受

けたところでございます。 

このプランには、広域的な視点や地域的な視点で捉えた活性化策が盛り込まれてお

り、安心して歩ける環境づくりや活気ある街、暮らしやすい下町商店街づくりを目指

しております。 

今後、区といたしましては、街づくり協議会と連携しながら、地域の活性化への支

援や交通結節点機能の拡充・歩行空間の改善などの街づくりを進めてまいりたいと考

えております。 

 

次に、新小岩駅南北自由通路の整備についてであります。 

総武本線や平和橋通りにより分断されている新小岩駅周辺の回遊性の向上を図るた

めに整備する南北自由通路の工事が、いよいよ秋頃に着工する運びとなりました。 

この自由通路は、５月８日に東京都知事から都市計画事業としての事業認可を受け、

６月 14 日に区とＪＲで工事の施行協定を締結し、平成 30 年度の完成を予定している

ものでございます。 

今後は、ＪＲの工事施工業者が決まり次第、地元の方々への説明会を開催するとと

もに、安全に工事が進められるよう努めてまいります。 
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次に、ＪＲ新小岩駅へのホームドア設置についてであります。 

悲惨な事故が繰り返し起こっているＪＲ新小岩駅へのホームドア設置については、

ＪＲ東日本に対して要望を行った結果、設置に向けての具体的な協議を行う旨の返事

があったところでございます。 

これを受け、南北自由通路の整備とあわせた快速線ホームへのホームドアの設置に

係る費用負担の在り方などについて、東京都、ＪＲ東日本と協議を進めています。 

 

次に、「飾区営住宅見守り事業」の創設についてであります。 

本区では、現在 11 団地 401 戸の区営住宅を管理しておりますが、そのうち、高齢者

のみの世帯は、本年７月１日現在、143 戸、全体の 37.5 パーセントであり、この割合

は年々増加しております。 

また、最近、全国各地の公営住宅における「孤独死」や「孤立死」が報道されてお

りますが、区営住宅にお住まいの高齢者や障害者などが、近隣の方々に見守られ、住

み慣れた住居において安心して暮らしていける環境づくりが求められております。 

今回、安否確認を希望する高齢者や障害者などを対象に月２回の直接訪問や、万が

一の際には適切に対処する「飾区営住宅見守り事業」を平成 25 年 11 月１日からス

タートさせる予定です。 

 

 

次に、「飾の良さを活かした、魅力と活力あふれるまちづくり」について申し上

げます。 

はじめに、区内産業の振興についてであります。 

「飾区認定製品販売会」は、区民に区内産の優れた製品を紹介し、より身近なもの

として愛用していただくよう、区が認定している工業・商業・農業・伝統産業など各

分野の製品を一堂に会し、出展団体が自ら企画・運営を行う手作りの販売会で、愛称

を「かつしかミライテラス」として、今年度から実施した事業でございます。 

第１回目を７月 28 日にテクノプラザかつしかにおいて開催いたしましたが、当日ご

来場いただいた多くの方々には、区内産製品のすばらしさを感じ取っていただけたも

のと思っております。また、出展された事業者の方々からも製品ＰＲの機会を得られ

たこと、特にこれまで自ら販売することの少なかった工業関係者からは、消費者の声
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を直接聞くことができたなどとの好評をいただいております。 

第２回目の開催は、来年の１月以降に予定しており、今後も、産業団体と協働して、

継続的に実施していきたいと考えております。また、区民に親しまれるイベントとし

て定着し、さらに多くの方においでいただけるよう、内容の充実を図るとともに、積

極的なＰＲに努めてまいります。 

 

次に東京理科大学との産学公連携の推進についてであります。 

本年４月に東京理科大学飾キャンパスが開設され、産業の分野においては、すで

に大学の研究室からの試作品の製作や、共同研究の事例もいくつか出てきていますよ

うに、これからも区内企業から期待の大きい、相談・指導、研究・試験の依頼、共同

開発など技術的な連携を中心に進めてまいります。 

今年度は、東京理科大学の教員や学生に区内製造業の製品や技術を知っていただく

ため、東京理科大学を会場とした見本市形式の交流イベントを開催する予定でありま

す。今後も技術的・人的交流を深めていきながら、区内中小企業が東京理科大学の知

的機能を十分に活用し、新分野への進出、新技術・新製品の開発など、新たなビジネ

スチャンスにつなげていけるような仕組みづくりに取り組んでまいります。 

 

次に、農業振興についてであります。 

去る８月 24 日に、区内第１号となる農業体験型農園「大春（だいはる）農園」が西

水元３丁目に開園いたしました。 

現在、区民の皆さんが農園主の指導の下、種まきから収穫までの本格的な野菜作り

を楽しんでおります。「大春農園」の募集には、定員の約２倍のご応募をいただき、

食や農業に対する関心の深さを改めて認識したところでございます。 

区といたしましては、今後とも、農園を開設する農家へ施設整備費と運営費の助成

を行うことにより、区民が農業に親しむ機会を確保するとともに、都市農業に対する

理解を深め、貴重な都市農地の保全を図ってまいります。 

 

 

次に、「区民とともに築く、人にやさしく住みよいまちづくり」について申し上げ

ます。 
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はじめに、「花いっぱいのまちづくり」についてであります。 

飾あらかわ花いっぱい事業については、「堀切水辺公園」と「飾あらかわ水辺

公園」の花壇の整備を７月末に完了し、公園周辺の園児たちと一緒にコスモスの種ま

きを行いました。10 月には、荒川河川敷がコスモスで彩られる予定です。 

また、区民の皆さんとの協働による、花いっぱい運動のさらなる促進に向け、この

たび、花への水やりの際に活用いただく水道栓と新たな花壇の設置費や花苗の購入費

を今定例会に補正予算として計上いたしました。水道栓については、地域の方々の活

動が広がりをみせている、金町駅、亀有駅、新小岩駅、新柴又駅の周辺に設置し、さ

らに、亀有駅南口と新柴又駅周辺には新たな花壇を設置することで、花いっぱいの活

動を推進してまいります。 

 

次に、「再生可能エネルギーの創出」についてであります。 

区では、地球温暖化対策に加え、防災対策にも有効である自立・分散型のエネルギ

ー供給のしくみづくりのため、再生可能エネルギーのさらなる利用促進や、新たなエ

ネルギーの導入に向けた取組みを進めてまいります。 

このため、区内の再生可能エネルギーの資源量やその活用に向けた課題調査、導入

手法の検討、コスト分析を行い、水と緑ゆたかな本区の地域特性を活かした、多様な

手法による再生可能エネルギーの導入事業案を作成するための基礎調査を開始したと

ころであります。 

本調査においては、産学との連携や地域の活性化の観点から、東京理科大学や地域

の事業者等との連携も視野に入れた検討を行うとともに、再生可能エネルギーや省エ

ネ機器などを導入した住宅や事業所を「エコハウス」「エコ事業所」として認定し、

支援する制度の仕組みづくりも行うことなどにより、災害に強い低炭素なまちづくり

を目指してまいります。 

さらに、日々の暮らしにおける区民の環境行動を支援し、バイオマス資源の利活用

促進につなげるために、使い終わった食用油を環境にやさしい生物由来の燃料である

「バイオディーゼル燃料」として再生利用を目指す、廃食用油の回収システムを７月

からスタートさせました。 

鎌倉図書館と柴又地区センターの２箇所に回収ボックスを設置し、事業開始にあた

っては、区民の皆さんのご理解、ご協力が不可欠であるため、地域の方々を対象とし
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た環境学習や事業説明会を開催し、本事業のＰＲを行いました。 

今後は、この２箇所での実施状況を踏まえ、順次、他の区施設においても回収ボッ

クスを設置し、本事業を拡大していくことで、廃食用油の再生利用促進を図ってまい

ります。 

 

次に、中川奥戸展望デッキについてであります。 

東京都が中川護岸耐震補強工事に併せ工事を行っている中川テラスについては、総

整備延長が約 8.8ｋｍのところ、平成 25 年８月現在、約 2.9ｋｍ（約 33％）が完成し

ております。 

この中川テラスの整備に併せて、奥戸一丁目地区に中川奥戸展望デッキが整備され、

８月３日の開放日には、地元町会主催の完成記念式典が行われました。 

このデッキからは、東京スカイツリー、東京タワー、かつしかハープ橋などが見え

ると大変評判になっております。 

 

次に、区民事務所の窓口整備についてであります。 

金町地区センター内の金町区民事務所は、現在２階に設置しておりますが、区民の

皆様の利便性を向上させるため、９月 17 日に１階に移設いたします。移設にあたって

は、高齢者や障害者の方々などが座って手続きができるよう、低い受付カウンターや

記載台を設置するほか、わかりやすい窓口案内表示やプライバシーを配慮し、誰もが

利用しやすい窓口として整備いたします。 

また、他の５か所の区民事務所と４か所の区民サービスコーナーにつきましても、

カウンターや案内表示の一部を同様に整備しますので、最も身近な地域の窓口として、

これからも多くの皆様に親しまれご利用いただきたいと考えております。 

 

 

以上、「夢と誇りあるふるさと飾」の実現に向けた平成 25 年度当初予算における

主要事業の進捗状況について申し上げました。 

 

その他、本定例会にご提案を申し上げます案件につきましては、上程の折に主管者

から詳細にわたりご説明をさせていただきますので、よろしくご決定を賜りますよう
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お願い申しあげまして、平成 25 年第３回区議会定例会の開催に当たりましての私の挨

拶とさせていただきます。 

 


